













































いままである。しかし，2012 年 8 月に成立した子ども・子育て関連 3 法は，「保護者が子育てにつ
いての第一義的責任を有する」と前置きしつつも，運用次第では地域子育て支援の充実による子育
ての脱家族化を実現する可能性を有しているともいえる。高齢者ケアの一部を親密圏外に開放した
のは介護保険制度がきっかけであった。では子育ての脱家族化はどのように展望できるのだろう
か。それが「社会化」であるとすればその内実はどのようなものになるべきなのか。
　本特集は，フェミニズムが目指してきたリプロダクションの社会的保障と子育てというケアの問
題について，思想，政策，現場といった各側面から，あらためて問題提起を行うものである。牟田
論文では，従来のジェンダー秩序から自由な家族とそこでリプロダクションを担う人々についての
実地調査を通して，異性愛のジェンダー家族を超えた新しい「家族」と「母」が展望される。舩橋
論文では，子ども・子育て支援新制度が少子化対策という枠組みの下で導入されたことの問題，そ
してフランスの制度との比較を通じてこの制度の可能性と課題が分析される。猪熊論文では，子ど
も・子育て支援新制度の下で進んでいる保育の現場における市場化の実態が分析され，さらにはイ
ギリスやヨーロッパの保育制度を通して保育の社会化の具体像が描かれる。藤間論文では，日本に
おける家族主義の具体的様相が分析され，その原因とケアの多元化への展望が考察される。これら
4 論文は，「家族主義」と「少子化対策」に特徴付けられる日本の子育てと公的支援の現状を浮き
彫りにするとともに，社会の新メンバーとしての子どもの権利保障に準拠することがそこから一歩
踏み出す道であることを示唆している。
 （ごとう・ひろこ　法政大学経済学部教授）　
